
2006年出土の木簡
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す
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査
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果
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石
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底
面
は
未
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だ
が
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一
七
世
紀
の
遺
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を
含
む
粗
砂
層
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層
）
が
確
認
さ
れ
、
堀
の
規
模
は
、
南
北
幅
が
三
五
ｍ
以
上
、
深
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が
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地
表

面
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六
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と
な
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模
な
も
の
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あ
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堀
の
堆
積
層
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一
層
に
大
別
さ
れ
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。

木
簡
は
、
堀
北
岸
近
く
の
Ⅳ
層
か
ら

一
点
出
土
し
た
。
Ⅳ
層
は
、
自
然
木
、

伐
採
木
を
多
く
含
み
、
近
代
に
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
Ⅳ
層
の
共
伴
遺

物
に
は
下
駄
や
漆
塗
り
の
板
材
な
ど
多
数
の
木
製
品
が
あ
る
。
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上
端
と
左
右
両
辺
は
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
が
、
下
端
は
欠
損
し
て
い
る
。

墨
書
の
内
容
か
ら
荷
札
と
考
え
ら
れ
る
。
裏
面
に
も
墨
書
さ
れ
た
文
字
が
見
ら

れ
る
が
、
判
読
は
難
し
い
。
樹
種
は
ス
ギ
で
あ
る
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
仙
台
市
博
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